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睡眠薬は安全か？

一高齢者に睡眠薬を処方する際に注意すべきこと一

（． 

松本俊彦

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部

演者らが経年的に実施している「全国の精神科

医療施設における薬物関連精神疾患の実態調査」

の最も直近の調査である 2018年闘査では，全年

代の薬物関連精神疾患症例を主たる乱用薬物別に

分類すると，最も多いのが覚せい剤の 56.0%で

あり，次いで睡眠薬・抗不安薬の 17.1%であっ

たところが， 70代以上に限定した場合この

順位は変わらないものの，それぞれの割合は大き

く変化し，覚せい剤 47.7%，睡眠薬・抗不安薬

38.4%となっている．このことは，薬物依存症

臨床の現場に訪れる高齢者の多くが，ベンゾジア

ゼピン類を中心とする睡眠薬・抗不安薬関連の精

神医学的問題を呈していることを意味している．

嶋根らが埼玉県薬剤師会の協力を得て実施した薬

局調剤レセプトに依拠した調査では，すべての薬

剤のなかで複数の診療科から重複して処方される

ことの最も多い薬剤は，エチゾラムであることが

明らかにされており，なかでも 70代以上で内科

および整形外科からの重複処方というパターンが

多いことを指摘している．以上の事実は，加齢に

伴い，様々な診療科に受診している高齢者が，そ

の都度漫然と睡眠薬・抗不安薬を処方された結果，

薬物依存症をはじめとする様々な薬物関連精神疾

患を呈している可能性を示唆する．

すでにわが国では，診療報酬改定のたびに多剤

処方の減算等による睡眠薬・抗不安薬の処方抑制

施策を講じている． しかし，奥村らの調査によれ

ば，多剤処方の割合は費減しているものの，全処

方薬剤のジアゼパム換算量は変化しておらず，そ

の効果は限定的である可能性を指摘しているま

た，米国では，メデイケアが2006年にベンゾジ

アゼピン類を保険給付の対象から除外するという

対策を開始したが，その効果は皮肉な結果に終わ

っていることが明らかにされている． というのも，

確かにベンゾジアゼピン類の処方割合は著減した

が，給付対象となっている抗うつ薬などの処方は

むしろ増加して年間薬剤料は増加し，医療抑制の

効果は得られず，それどころか転倒および大腿骨

頚音屈骨折の発生率も増加したからである． なお，

2013年メデイケアはこの施策を撤廃し，再びベ

ンゾジアゼピン類を給付対象にしている．

以上のことは，診療幸廷酬減算や保険給付対象か

らの除外といった「懲罰的」な対策では十分な効

果が得られない可能性を示唆する．たとえば，米

国の例のように，ベンゾジアゼピン類の処方減少

に伴い，抗うつ薬の処方が増加し，別の弊害が引

き起こされるといったケースは，わが国でも十分

に生じうる事実厚労科研中川班の報告書でも，

2005~2009 年の 5 年間において抗うつ薬との併

用薬剤として抗不安薬は約 7％減少した一方で，

抗精神病薬は約 2%増加したことが示されてい

る．

今回の発表では，高齢者に睡眠薬を処方する際

に注意すべき点避けるべき薬剤について，薬物
i' 

依存症を専門とする精神科医の立場から私見を述

べたいと思う．
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